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令和７年　　実績報告

R3 R4 R5 R6 R7
新入院数 13,511 13,433 13,888 14,325 14,512

紹介件数 25,449 26,084 26,163 27,111 26,776
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紹介件数・新入院患者数

R3 R4 R5 R6 R7
紹介率 81% 81% 85% 85% 87%

逆紹介率 80% 83% 87% 98% 90%
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紹介率・逆紹介率

R3 R4 R5 R6 R7
救急搬送件数 8,888 10,353 10,857 10,131 9,945

救急入院率 36% 34% 35% 37% 40%
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救急搬送件数・救急入院率

R3 R4 R5 R6 R7
TAVR 40 41 40 46 49
PCI 579 569 496 523 479
アブレーション 229 254 223 278 325
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循環器内科カテーテル治療

R3 R4 R5 R6 R7
脳血管内治療 65 87 106 82 70

卒中コール 220 182 218 223 245
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脳卒中治療

R3 R4 R5 R6 R7
ハートコール 639 705 664 624 656

卒中コール 220 182 218 223 245

ドクターカー出動件数 280 278 273 232 149
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ドクターカー出動件数、ハートコール、卒中コール

R3 R4 R5 R6 R7
緊急手術 802 876 874 978 951

予定手術 4,967 4,954 5,075 5,337 5,373

全身麻酔率 47% 47% 47% 48% 48%
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手術件数

R3 R4 R5 R6 R7
人工関節（股） 54 53 49 56 36

人工関節（膝） 32 38 50 70 78

人工関節（肩） 1 8 14 20

手術支援ﾛﾎﾞｯﾄ 44 73 102 104
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人工関節手術

R3 R4 R5 R6 R7
がん手術 898 885 873 886 907

ダヴィンチ手術 196 239 321 354 377

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000

がん手術
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母体搬送 84 70 70 110 108

新生児搬送 43 47 55 64 52
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分娩 979 903 774 768 861
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　日頃より当院の医療活動ならびに地域連携に温かいご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。
　令和7年度におきましては、紹介率87%・逆紹介率90%と高い連携水準を維持し、救急搬送9,945件（救急入
院率40%）、総手術6,324件と高度急性期医療における確かな成果を収めました。特にがん手術（年間907件）
ではダヴィンチ等を用いた低侵襲治療を推進し、地域の先生方との密接な連携のもと、がん患者さんを地域全
体で切れ目なく支える体制を実践してまいりました。

　また、医療の効率化と質向上を進めた結果、平均在院日数は10.2日へと短縮し、病床利用率は94%と高い稼
働水準を維持しております。当院は地域医療支援病院として「待たせない、断らない、困らせない」を基本戦略に
掲げ、迅速な受け入れと安心できる病床環境の整備に努めてまいります。
　法人理念である「愛の医療と福祉の実現」のもと、地域連携を一層深め、あらゆる面で安全・安心な質の高い
急性期医療を提供してまいります。引き続きご指導・ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

病院長　　片岡　亨



循環器内科　副部長　　宮﨑　知奈美

心不全に立ち向かう多職種のチカラで

心不全とともに生きる人を、
多職種で支える

専門性をひとつに。「心不全チーム」始動！

入院中から退院後まで、一人ひとりを支える

　当院ではこれまでにも看護師による療養指導、理学療法士による心臓リハビリテー

ション、管理栄養士による栄養指導などを行ってきましたが、チームとしての活動はありま

せんでした。 2026年2月から私と看護師

で心不全症例のカンファレンスを開始し、

その後理学療法士、管理栄養士、薬剤

師、医療ソーシャルワーカーを少しずつカ

ンファレンスに巻き込んでいき、５月に多

職種による「心不全チーム」が誕生しまし

た。

　現在、西６病棟入院中の方のみが対象ですが、今後は取り組みを院内全体に広げると

ともに、地域のかかりつけ医や訪問看護師、介護とも連携を深め、心不全患者さんを地域

全体で切れ目なく支えたいと考えています。
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　高齢化に伴い、心不全の患者数は年々増加しています。また、心不全は一度改善して退

院しても再び悪化しやすく、退院後1年以内に約4人に1人が心不全で再入院するといわ

れており、増悪や再入院の予防が大きな課題となっています。

　心不全の増悪予防には適切な薬物治療はもちろん、食事や運動、服薬管理、日々の体

重や血圧の管理、生活環境の調整など、生活全体にわたる取り組みが欠かせません。そ

のため、心不全診療は医師だけでは不十分であり、様々な専門職がそれぞれの知識や技

術を生かし患者さんの生活を含めて支えていく必要があります。

　こうした「多職種介入」が再入院を減らし生存率を改善することが知られており、最新の

心不全診療ガイドラインでも、その重要性が強調されています。

　週1回の心不全再入院予防カンファレンスでは、西6病棟に入院した心不全患者様を

数例～十数例取り上げ、病状や治療だけでなく、食事、服薬、運動、生活・療養環境、時に

は患者様自身の思いも共有し、一人ひとりに必要な支援を検討しています。それをもとに入

院中に「ハートノート」や「心不全手

帳」を活用した自己管理を導入して

います。当院外来では退院後も慢

性心不全看護認定看護師が面談

を行い、体調や日々の生活を一緒

に振り返りつつ、栄養指導や心臓リ

ハビリテーションも継続し再入院の

予防に取り組んでいます。



TEL：072-274-1116WEB予約対応

こうさか循環器・呼吸器クリニック
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第29回

乾杯 社会医療法人生長会　理事長　　亀山　雅男

開会のご挨拶 村田医院　村田　省吾先生

開会のご挨拶
代読 副議長　　中尾　治義先生 （中尾内科クリニック 院長）
堺市医師会 会長　　岡原　和弘先生 （岡原クリニック 院長）

閉会のご挨拶 ベルランド総合病院　院長　　片岡　亨

講演１
呼吸器外科　副部長　　小松　弘明

「呼吸器領域におけるロボット支援下手術の発展」

講演4 「ベルランド総合病院における皮膚科診療について」
皮膚科　部長　　大霜　智子

講演３

脳卒中センター　脳神経外科　部長　　石橋　謙一

「当院における脳卒中に対する取り組み
　：血栓回収療法からStroke Care Unitの管理まで」

不整脈疾患内科　部長　　坂本　祥吾
講演２ 「最新の不整脈治療を提供！！ ～Pulse field ablationとDevice治療」

PROGRAM

第一部

当院
診療科の

ご案内

第二部

情報
交換会

皮膚科　部長　　大霜　智子

����年 �月 ��日[土] ホテル アゴーラリージェンシー大阪堺会場日時 �階  ロイヤルホール

　9月26日、ホテルアゴーラリージェンシー大阪堺

において「第29回ベルランド地域医療懇話会」を

開催致しました。

当日は、院外からも多くの皆様にご参加頂き、昨年

を上回る148名の皆様にご来場頂きました。

おかげさまで、盛会のうちに終了することができま

した。

　第一部では、各部門における専門治療について

紹介を行いました。

呼吸器外科： 呼吸器領域におけるロボット支援

下手術の発展について、実際の手術映像を提示

しながら説明致しました。早期発見した小型肺癌

に対しては、ロボット支援下の低侵襲手術が可能

であり、胸部CTで認めたスリガラス影、小結節、縦

隔腫瘍などの症例について是非ご紹介いただけ

れば幸いです。

循環器内科： 最新の不整脈治療であるpulse 

field ablation（PFA）とデバイス治療について紹

介致しました。心房細動に対する治療は、以前と

異なり安全に行える時代となり、今まで不可能と思

われていた患者さんにも治療の機会があります。

当院では、ほぼ全てのデバイス治療が可能で、患

者さんに複数の選択肢を提示できることなどを、

症例を交えながらお話ししました。

脳神経外科： 当院における脳卒中に対する取り

組みについて、血栓回収療法のみならずStroke 

Care Unit（脳卒中集中治療室）の管理に到るま

で、脳卒中診療の流れや脳梗塞急性期に対する

積極的治療について実際の症例を提示しながら

紹介致しました。

皮膚科： 2026年4月より常勤2名体制になり、入

院加療が可能になったこと、専門外来の立ち上げ

に関連して、アトピー性皮膚炎、尋常性乾癬の最新

治療について紹介致しました。また、水疱症や褥瘡

など幅広く入院患者を受け入れていることについ

ても症例を提示しながら説明致しました。

　第二部では新企画として、各診療科の特徴をご

紹介する1分間スピーチを行い、当院での取り組み

についてアピールさせて頂きました。

　情報交換会の場では、地域のクリニック、病院

の先生方と職員が直接お話出来る貴重な交流の

場となり、今後のより円滑な地域連携に役立つも

のとなりました。

　今後も地域の先生方と連携しながら、より良い

医療を多くの方に提供できるよう病院全体で取り

組んで参りますので、引き続きよろしくお願い致しま

す。

呼吸器外科： 呼吸器外科： 

循環器内科： 

脳神経外科： 

皮膚科： 
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新しい生命を迎えるために
～穏やかで温かな産科病棟づくりにご支援を～

　いつも、当院の周産期医療にご理解と温かいご支援をいただき、心より感謝申し上げます。

　当院は地域周産期母子医療センターとして、母体合併症や早産などのハイリスクな妊娠・出産に

対応する使命を担っています。産科医療は、さっきまで順調だったお産が一刻を争う重篤な事態へ一

転することもある緊迫した現場です。私たちは総合病院の強みを活かし、緊急事態に迅速に対応で

きる高い専門性と体制に誇りを持って働いております。

　同時に、私たちは忘れてはならない大切な想いもあります。それは、「妊娠・出産自体は病気ではな

く、人生の輝かしい自然な営みである」ということです。

　新しく生まれるかけがえのない生命をお母さんとご家族が安心して温かく迎えられるよう、これま

で私たちは手作りで分娩室の雰囲気づくりや、赤ちゃんにやさしい病院（BFH）として母乳育児の支援

にも励んできました。

　今回、私たちはさらなる一歩として、クラウドファンディングに挑戦し病棟内にホスピタルアートを導

入します。重症合併症で不安を抱えながら長期入院を余儀なくされる MFICU（母体胎児集中治療

室）や、お産を迎える分娩室と手術室を、アートの力で少しでも心が安らぐ温かい空間に変えたいと考

えています。

　高度医療の確かな安心の中に、包み込むような優しさを！

　地域の皆様と一緒にこれからの周産期医療の新しいカタチを作っていければ幸いです。

　温かいご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。
産婦人科　医長　　南條　佐輝子

■ Webサイト
　プロジェクトページ（URLまたはQRコード）よりお申込みください。
　検索キーワード　　ベルランド総合病院　レディーフォー

■ 病院窓口での受付
　クラウドファンディング期間中は、当院1階エレベーター横特設窓口にて
　現金またはお振込みの受付も行っております。

※本プロジェクトへのご支援は、寄附金控除の対象にはなりませんので、あらかじめご了承ください。
※本プロジェクトはAll inにつき、期日までに目標金額に満たなかった場合でも、自己資金を補填す
　るなどして必ずホスピタルアートの導入を行います。

皆さまのご支援が、これから新しい生命を迎えるご家族の、心に残る瞬間につながります。
地域の皆さまとともに、あたたかな産科病棟を作っていきたいと考えております。

～穏やかで温かな産科病棟づくりにご支援を～～穏やかで温かな産科病棟づくりにご支援を～～穏やかで温かな産科病棟づくりにご支援を～～穏やかで温かな産科病棟づくりにご支援を～～穏やかで温かな産科病棟づくりにご支援を～～穏やかで温かな産科病棟づくりにご支援を～～穏やかで温かな産科病棟づくりにご支援を～～穏やかで温かな産科病棟づくりにご支援を～～穏やかで温かな産科病棟づくりにご支援を～～穏やかで温かな産科病棟づくりにご支援を～～穏やかで温かな産科病棟づくりにご支援を～～穏やかで温かな産科病棟づくりにご支援を～～穏やかで温かな産科病棟づくりにご支援を～

ご支援にあたってのご注意事項

ご支援方法

https://readyfor.jp/projects/bellland2026プロジェクト
ページ

募集金額 900万円

産科病棟におけるホスピタルアート、
照明の導入費用、クラウドファンディング手数料

資金使途

2026年11月2日（月） 9時　〜　 2027年1月29日（金） 23時募集期間

現在のLD室（分娩室）は助産師によりステッカーを貼っていますが、浮いてきていたり剥がれてしまいました。
安心感と温もりを感じられる空間を作家さんにデザインしていただきます。

LD室側廊下産科専用手術室 MFICU側廊下

無機質で冷たい印象の手術室には手術台に横たわったとき目線の先にあたる壁面上部、廊下はお部屋側の壁にアートを施します。
またMFICU側の廊下には照明を追加し、よりあたたかみを感じられるような空間を目指します。
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※ピンク色部分：アート施工面



※送迎バスのダイヤは当院ホームぺージ
　「交通アクセス」よりご確認ください。

2026年11月1日

大阪府堺市中区東山500番地3
0570-09-2001

泉ヶ丘駅/北野田駅/中百舌鳥駅/深井駅/
金剛駅/栂・美木多駅/光明池駅の７駅から発着送迎バスのご案内
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